



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































同 同 同 同 入湯風 雪 膳 色馬雪皮ー煎




























































賎 左弾衛門同同同間同士同辻岡同猿鉢 土同笠渡同番屋坪立 同同
者 鍋目 器




吏 也上上官偶作上売上 I廻し拘師上上上上上 I ¥ 
第
義繊多室〔伝〉年元
同同舞同同壁土問辻同 猿 弦同 同同 E坪立 筆墨
群文書
鍋目




¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ ¥ I ¥ ¥ ¥ ¥差Ll i i 
弾
左
衛
門
支
配
座
一
覧
表
(
石
井
良
助
先
生
指
導
、
荒
井
賞
次
郎
作
成
)
江
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
考
察
一一_-
-
東
洋
法
ρぬ
寸・
と
あ
り
、
以
上
二
つ
の
文
書
の
文
言
を
対
照
す
る
と
変
化
が
一
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
の
み
で
な
く
、
そ
の
他
数
種
を
挙
げ
ら
れ
る
ο
な
お
、
こ
れ
ら
判
物
の
基
本
形
は
、
相
州
鎌
倉
郡
極
楽
寺
村
長
吏
九
郎
左
衛
門
所
蔵
の
文
書
が
、
そ
の
元
本
に
近
い
ら
し
く
、
他
は
こ
れ
を
書
き
写
し
、
ま
た
は
時
代
の
推
移
に
伴
な
い
、
そ
の
職
業
の
増
減
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
う
。
九
郎
左
衛
門
所
蔵
文
書
た
る
証
状
一
通
(
日
)
に
、
与
藤
原
弾
左
衛
門
長
吏
座
頭
舞
々
猿
楽
陰
陽
師
壁
塗
土
鍋
鋳
物
師
辻
目
暗
非
人
猿
引
。
鉢
叩
絃
指
石
切
。
土
器
師
放
下
。
笠
縫
渡
守
山
守
青
也
坪
立
筆
結
墨
師
。
関
守
鐘
打
獅
子
舞
集
衣
作
偽
偶
師
傾
城
屋
右
之
外
道
の
物
数
多
附
有
之
候
是
皆
長
吏
は
共
上
た
る
べ
し
比
内
盗
賊
之
筆
者
長
吏
と
し
て
可
行
是
風
呂
屋
湯
屋
は
傾
披
屋
の
下
た
る
べ
し
人
形
舞
々
廿
八
口
口
口
口
悉
達
如
件
。
治
承
四
年
九
月
。
系
図
鎌
倉
住
人
藤
原
弾
左
衛
門
頼
兼
。
頼
朝
華
押
。
と
あ
る
。
各
種
の
由
緒
書
、
判
物
に
つ
い
て
の
考
証
は
、
拙
稿
「
弾
左
衛
門
由
緒
書
に
つ
い
て
i
l所
謂
廿
九
座
」
(
ぎ
を
御
貴
下
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、
弾
左
衛
門
が
、
支
配
す
る
座
も
、
時
代
に
よ
り
、
或
は
、
判
物
の
写
の
種
類
に
よ
り
変
化
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
表
で
示
せ
ば
前
衰
の
通
り
で
あ
る
。
(
ニ
ニ
O
l
一
一
良
掲
出
ν
。
(
1
X
Z
筆
者
所
蔵
「
弾
左
衛
門
由
緒
、
享
保
年
中
町
奉
行
所
江
差
出
候
諸
書
付
類
写
」
(
8
)
コ
一
好
伊
平
次
氏
「
同
和
問
題
の
歴
史
的
研
究
」
一
二
三
九
頁
(
土
地
底
叢
書
裏
目
上
(
5
)
木
居
内
遠
「
践
者
考
」
〈
「
本
居
内
遠
全
集
」
第
十
二
、
一
九
三
頁
)
な
こ
ニ
滑
周
行
博
士
「
法
制
史
之
研
究
」
一
一
三
三
頁
?
)
ゴ
一
好
伊
平
次
氏
、
前
掲
書
、
一
一
三
九
l
三
三
二
頁
ハ
弾
左
衛
門
由
緒
害
集
成
)
(
R
〉
「
御
府
内
備
考
」
巻
之
二
十
〈
「
穴
日
本
地
誌
大
系
」
第
一
巻
四
O
四
!
五
頁
)
参
考
(
9
)
「
日
本
経
済
大
典
」
四
三
議
ハ
叩
〉
筆
者
所
蔵
「
環
斎
組
問
」
の
う
ち
「
弾
左
衛
門
由
緒
井
頼
朝
よ
り
御
判
物
の
事
」
の
章
。
一
二
好
伊
平
次
氏
、
前
掲
曹
、
三
二
八
頁
2
x
g
z一
好
氏
、
前
掲
書
、
三
三
二
一
良
(
刊
む
「
融
和
問
題
研
究
」
三
四
輯
、
一
五
九
頁
ロ
)
筆
者
所
蔵
、
前
掲
由
緒
書
集
成
所
収
の
一
一
種
に
し
て
、
弾
左
衛
門
支
即
座
一
覧
表
に
引
用
し
た
の
と
は
異
な
る
。
(
防
)
「
史
籍
雑
纂
」
ハ
国
書
刊
行
会
版
)
第
一
ニ
、
二
七
i
八
頁
(
路
)
「
新
篇
相
模
風
土
記
」
ハ
相
武
史
料
刊
行
会
版
、
巻
百
七
、
村
旦
部
、
鎌
倉
郡
二
十
九
、
山
之
内
庄
)
五
九
三
頁
(
日
)
「
中
大
評
論
」
(
中
央
大
学
刊
)
一
九
五
O
年
・
第
一
号
に
お
い
て
取
扱
っ
た
由
緒
書
は
享
保
四
年
(
一
七
一
九
〉
由
緒
害
、
九
郎
左
衛
門
古
証
文
、
享
保
十
年
(
一
七
二
五
〉
由
緒
書
、
「
史
籍
雑
纂
」
所
収
由
緒
書
、
寛
文
七
年
(
一
六
六
七
)
由
緒
書
、
「
践
者
考
」
所
収
由
緒
曹
、
「
類
家
近
世
風
俗
志
」
(
「
守
貞
浬
稿
」
)
所
収
由
緒
書
二
種
、
綴
多
巻
物
(
伝
大
宝
一
元
年
《
七
O
一
》
)
で
あ
る
。
r、
一、._/
江
戸
時
代
の
良
・
賎
民
差
別
の
法
的
基
礎
江
戸
時
代
初
期
、
良
民
と
賎
民
と
の
間
の
階
級
的
差
別
は
、
法
的
に
厳
重
に
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
江
戸
浅
草
に
は
、
検
多
2 
頭
弾
左
衛
門
が
い
て
、
「
新
撰
憲
法
秘
録
」
に
よ
る
と
、
一
、
機
多
頭
弾
左
衛
門
支
配
場
之
事
関
入
州
井
関
外
は
甲
州
都
内
谷
村
、
駿
州
駿
東
郡
佐
野
村
、
御
厨
村
、
豆
州
之
内
千
駄
継
村
に
罷
在
候
も
の
は
、
弾
左
衛
門
支
配
致
、
此
外
在
方
に
散
居
致
候
外
下
非
人
人
別
は
其
処
之
手
下
小
屋
頭
共
相
改
、
弾
左
衛
門
方
ヘ
差
出
候
と
あ
る
よ
う
に
、
世
襲
的
に
関
八
州
そ
の
他
の
地
域
に
居
住
す
る
械
多
、
非
人
等
の
賎
民
層
を
支
配
し
て
い
た
。
従
っ
て
弾
左
衛
門
は
、
岡
本
全
国
を
覆
っ
た
支
配
権
を
も
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
頃
そ
の
支
配
外
の
地
方
で
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
械
多
頭
を
お
か
江
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
考
察
東
津
法
学
一四
ず
、
通
常
の
役
所
で
百
姓
、
町
人
等
の
常
民
と
同
じ
人
別
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
た
が
、
時
代
を
経
る
に
伴
な
い
次
第
に
差
別
が
明
ら
か
に
現
わ
れ
て
き
た
(
1
)
。
戸
籍
面
だ
け
に
限
ら
ず
、
幕
府
は
、
服
制
に
も
常
民
と
の
差
別
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
例
え
ば
、
亭
保
八
年
三
七
二
三
)
十
一
月
に
、
非
人
の
斬
髪
を
命
令
し
、
冠
り
物
を
も
禁
止
し
た
(
宮
)
(
g
)
。
こ
う
し
た
差
別
措
置
が
執
ら
れ
た
の
で
、
賎
民
は
、
一
広
ま
っ
た
く
常
民
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
初
め
て
法
的
な
差
別
取
締
り
の
第
一
歩
が
印
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
特
に
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
に
な
る
と
、
時
の
江
戸
町
奉
行
池
田
播
磨
守
は
、
凡
そ
穣
多
の
身
分
は
1
平
民
の
七
分
の
一
に
相
当
す
る
(
4
)
。
と
い
う
旨
の
判
決
を
下
し
て
い
る
。
〆曲、
一、./
裁
判
上
の
差
別
待
遇
は
、
機
多
非
人
類
吟
味
事
ヵ
、
其
外
何
口
問
一
一
テ
モ
呼
出
ノ
節
、
役
所
ヨ
p
直
一
一
ハ
差
紙
等
不
レ
遣
、
其
所
ノ
村
役
人
召
ツ
レ
可
ニ
罷
出
一
旨
申
遺
シ
、
白
沙
へ
入
ル
時
百
姓
ア
鐙
ノ
上
ニ
置
ケ
パ
、
右
ノ
者
ハ
砂
利
ノ
上
ナ
p
、
百
姓
砂
利
ノ
上
ナ
一
フ
パ
、
後
ノ
方
へ
引
下
グ
差
別
分
リ
候
様
一
昌
二
二
品
方
ヨ
ロ
シ
、
左
レ
ド
モ
大
切
ノ
吟
味
等
、
エ
タ
非
人
自
身
印
形
無
テ
ハ
如
何
成
、
罪
科
等
-
一
ハ
自
身
ノ
印
形
ヲ
ト
ル
ベ
シ
、
グ
ヅ
、
不
事
ナ
ド
、
彼
者
ド
モ
申
上
候
赴
一
同
罷
出
承
知
仕
、
相
違
無
レ
之
趣
村
役
人
奥
書
-
一
印
形
ト
リ
テ
済
事
也
「
地
方
凡
例
録
」
に
(
5
)
、
一
ト
通
と
あ
る
。
(
三
)
武
蔵
園
児
玉
郡
内
の
例
(
6
)
に
よ
れ
ば
、
機
多
の
地
位
は
甚
た
低
く
、
外
出
に
は
、
藁
靴
、
三
斗
笠
を
著
用
し
、
普
通
の
百
姓
と
席
を
共
に
す
る
こ
と
能
は
ぎ
る
の
み
な
ら
す
、
宿
内
の
門
地
あ
る
も
の
と
の
広
対
に
土
下
座
せ
り
以
上
の
例
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
常
民
と
法
的
に
い
ろ
い
ろ
と
服
装
生
活
そ
の
他
で
差
別
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
全
貌
は
、
資
料
が
不
足
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
(
1
)
ω
 
制
(
2
)
ω
 
料約
徳
島
藩
は
、
五
徳
三
年
(
一
七
一
三
〉
に
、
械
多
を
百
姓
町
人
と
別
帳
に
記
載
さ
せ
た
。
江
戸
幕
府
は
、
徳
島
藩
の
措
置
と
同
じ
頃
、
賎
民
戸
籍
(
人
別
帳
)
上
の
区
別
に
留
意
し
、
江
戸
、
京
都
、
大
阪
の
糠
多
の
調
査
を
命
令
し
て
い
る
。
京
都
で
は
、
町
奉
行
か
ら
矢
部
、
六
条
、
北
小
路
等
の
由
緒
曹
を
亭
保
二
年
三
七
一
七
〉
に
害
よ
さ
せ
て
い
る
。
江
戸
で
は
、
弾
左
衛
門
に
そ
の
由
緒
書
を
亭
保
四
年
(
一
七
一
九
)
に
、
町
奉
行
に
提
出
さ
せ
て
い
る
。
(
「
融
和
事
業
研
究
」
《
中
央
融
和
事
業
協
会
刊
》
三
四
輯
、
一
五
四
頁
)
古
来
は
非
人
の
分
髪
結
際
よ
り
は
さ
み
元
結
か
け
候
て
髪
結
候
儀
無
御
座
候
処
中
頃
預
け
者
其
外
役
相
勤
候
に
付
い
つ
と
な
く
非
人
一
苅
結
に
て
髪
を
結
常
の
者
間
前
に
罷
成
候
畢
寛
目
印
無
御
座
候
故
徒
ら
者
相
紛
れ
申
候
依
之
自
今
は
頭
分
井
組
頭
の
非
人
は
只
今
治
の
通
に
仕
其
外
非
人
共
は
不
残
如
古
来
髪
結
際
よ
り
は
さ
み
ざ
ん
切
り
に
い
た
し
頭
中
は
勿
論
惣
体
か
ぶ
り
物
一
切
不
為
仕
候
様
に
可
然
翠
存
候
御
附
札
伺
の
通
可
被
申
付
候
右
の
通
罷
出
候
て
も
差
支
候
儀
無
御
座
候
依
之
翠
畏
候
以
上
制
大
岡
越
前
守
諏
訪
美
濃
守
右
両
通
卯
十
一
万
二
十
二
日
松
平
左
近
将
監
殿
え
上
る
右
両
通
十
二
月
十
日
御
附
札
の
通
御
下
知
済
同
十
八
日
内
寄
合
へ
弾
左
衛
門
善
七
松
右
衛
門
呼
出
し
申
渡
す
〈
内
務
省
帯
保
局
「
徳
川
時
代
警
察
沿
革
誌
」
上
巻
、
七
四
七
l
八
頁
)
安
永
七
年
〈
一
七
七
八
)
十
月
二
十
三
日
糠
多
非
人
法
外
御
停
止
御
書
付
江
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
一
考
察
二
二
五
東
洋
法
学
一一一一六
ハ
前
略
)
兼
々
餓
多
非
人
茶
宛
之
類
へ
厳
敷
申
渡
一
再
々
(
天
保
集
成
八
巻
〉
(
8
)
安
永
七
年
十
周
の
「
繊
多
非
人
風
俗
之
儀
一
一
付
御
触
書
」
の
う
ち
に
、
「
百
姓
町
人
排
ニ
紛
し
候
も
の
ハ
厳
敷
御
仕
置
申
付
候
一
再
々
」
と
あ
る
。
(
教
令
類
纂
。
天
明
集
録
。
「
徳
川
禁
令
考
」
第
五
朕
《
司
法
資
料
、
第
一
八
O
号
》
八
O
六
頁
〉
(
4
)
柳
瀬
顎
介
氏
「
社
会
外
の
社
会
・
綴
多
非
人
」
五
四
l
五
頁
(
5
〉
大
石
久
敬
「
地
方
凡
例
録
」
(
大
倉
本
)
巻
八
〈
「
日
本
経
済
大
典
」
第
四
十
二
、
四
六
八
頁
)
(
6
)
諸
井
六
郎
氏
「
徳
川
時
代
之
武
蔵
本
庄
」
一
五
七
頁
3 
賎
民
支
配
体
制
確
立
の
訴
訟
賎
民
は
、
享
保
の
改
革
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
職
業
の
官
許
の
過
程
を
経
て
、
為
政
者
の
賎
民
支
配
体
制
確
立
下
に
束
縛
さ
れ
て
い
く
道
を
辿
ら
さ
れ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
賎
業
が
い
か
に
し
て
官
許
と
な
っ
た
か
を
述
べ
る
前
に
一
応
当
時
の
賎
民
層
が
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
か
に
現
象
が
み
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
貧
固
化
し
た
民
衆
は
、
つ
い
て
一
考
し
て
お
き
た
い
。
江
戸
時
代
以
前
、
賎
民
は
、
戦
乱
が
、
原
因
し
、
大
量
に
そ
う
し
た
常
民
が
、
浮
浪
民
と
し
て
そ
の
数
を
増
加
し
て
い
っ
た
が
、
下
層
社
会
へ
と
沈
下
す
る
「
職
人
尽
歌
合
」
に
現
わ
れ
た
と
お
り
の
室
町
時
代
の
賎
民
の
共
同
体
を
形
成
し
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
そ
う
し
た
共
同
体
は
、
浮
浪
者
、
犯
罪
人
の
好
個
の
隠
れ
場
所
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
切
支
丹
宗
門
、
不
平
分
子
も
流
れ
込
み
、
こ
こ
に
支
配
属
は
、
そ
れ
ら
の
賎
民
層
か
ら
や
が
て
徐
々
に
、
醸
成
さ
れ
る
諸
々
の
社
会
問
題
の
対
策
と
解
決
に
迫
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
賎
民
層
の
問
題
克
服
に
は
、
消
極
政
策
で
臨
む
以
上
に
、
む
し
ろ
積
極
的
に
、
賎
民
内
部
の
自
治
体
制
を
利
用
す
る
た
め
、
為
政
者
の
立
場
に
お
い
て
賎
民
の
統
一
に
手
を
着
け
る
に
至
っ
た
。
そ
う
し
た
時
期
が
享
保
年
間
で
あ
り
、
幕
府
の
体
制
に
つ
い
て
み
て
も
、
再
整
備
期
に
当
っ
て
い
た
。
従
っ
て
従
来
は
、
臨
機
応
変
に
、
慣
例
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
取
締
っ
て
い
た
の
を
、
た
機
会
に
、
そ
の
他
適
宜
な
行
政
措
置
で
成
文
化
し
て
き
た
。
き
て
、
賎
民
を
統
一
す
る
手
段
と
し
て
幕
府
は
、
賎
民
に
或
る
程
度
の
自
治
権
を
許
容
し
、
賎
民
の
う
ち
で
も
名
門
に
し
て
勢
力
の
あ
一
応
訴
訟
の
あ
っ
る
者
に
、
そ
の
統
卒
権
を
与
え
よ
う
と
し
た
(
1
1
そ
こ
で
、
江
戸
時
代
の
初
期
に
お
い
て
は
、
機
多
と
非
人
と
の
区
別
さ
え
も
不
明
確
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
二
つ
の
も
の
の
身
分
を
明
ら
か
に
さ
せ
、
こ
と
に
械
多
と
非
人
の
支
配
関
係
の
確
立
に
乗
り
出
す
に
至
っ
た
の
が
、
為
政
者
の
着
手
し
た
賎
民
に
対
す
る
積
極
政
策
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
享
保
七
年
(
一
七
二
二
)
「
賎
者
考
」
(
2
〉に、
に
機
多
頭
弾
左
衛
門
と
非
人
頭
車
善
七
と
の
聞
に
、
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
享
保
七
年
寅
年
弾
左
衛
門
と
車
善
七
と
争
論
あ
り
御
吟
味
被
仰
付
弾
左
衛
門
方
よ
り
右
之
目
録
に
頼
朝
公
の
御
判
有
之
書
物
差
出
候
に
付
諸
事
弾
左
衛
門
利
運
に
な
り
善
七
は
幼
少
故
弾
左
衛
門
ヘ
御
預
け
一
再
々
と
あ
り
、
ま
た
「
史
籍
雑
纂
」
(
8
)
に、
弾
左
衛
門
善
七
、
五
年
以
前
度
々
御
裁
許
有
レ
之
候
処
、
ヘ
被
ニ
召
出
一
候
由
、
弾
左
衛
門
、
善
七
、
右
者
非
人
支
配
善
七
よ
り
弾
左
衛
門
支
配
に
而
無
レ
之
段
相
論
、
去
る
廿
一
日
評
定
所
一
類
七
人
情
-M
地
説
明
弐
人
者
、
三
人
者
去
廿
一
日
評
定
所
に
市
被
二
一
仰
渡
一
候
は
、
五
年
以
来
度
々
御
裁
許
有
レ
之
、
善
七
を
弾
左
衛
門
支
配
に
無
レ
之
段
相
論
不
屈
に
江
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
考
察
七
東
洋
法
学
二
二
八
候
、
当
善
七
十
三
歳
、
幼
少
何
事
茂
不
レ
春
侯
処
に
右
七
人
者
共
相
論
、
依
レ
之
七
人
者
弾
左
衛
門
ヘ
被
レ
下
候
、
弾
左
衛
門
方
之
仕
置
に
可
二
申
付
一
候
、
右
七
人
之
家
財
閥
所
に
可
レ
仕
候
旨
被
ニ
仰
付
一
候
処
、
七
人
之
内
老
人
無
念
に
春
、
評
定
所
之
石
垣
に
頭
を
打
付
、
昔
を
喰
切
申
候
由
、
則
弾
左
衛
門
方
よ
り
老
人
に
四
人
宛
相
付
、
評
定
所
之
卒
輿
に
乗
、
町
与
力
同
心
押
、
写
弾
左
衛
門
方
へ
被
レ
参
候
由
、
一
弾
左
衛
門
方
よ
り
善
七
方
之
屋
敷
、
七
人
之
者
家
財
閥
所
に
差
遣
候
処
、
諮
問
七
屋
錦
之
内
騒
動
に
而
、
普
七
立
退
候
由
、
i
右
屋
敷
之
内
門
を
関
、
内
ヘ
一
人
も
入
不
レ
申
候
由
、
弐
人
者
三
人
者
は
、
七
人
者
に
組
不
レ
仕
候
に
付
、
御
構
無
レ
之
、
善
七
幼
少
に
付
御
公
儀
よ
り
弐
入
者
、
三
人
者
へ
善
七
御
預
ケ
、
善
七
守
立
候
様
に
被
ニ
仰
渡
一
候
、
と
し
て
、
相
論
は
、
結
局
弾
左
衛
門
が
、
由
緒
書
等
を
証
拠
と
し
て
申
立
て
た
の
で
勝
訴
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
機
多
頭
は
、
先
ず
賎
民
層
の
頭
に
登
り
、
乞
胸
(
4
)
も
こ
れ
に
即
応
し
て
支
配
に
服
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
事
件
を
通
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
為
政
者
は
、
直
ぐ
一
般
常
民
に
復
帰
で
き
る
非
人
よ
り
も
、
身
分
法
上
、
完
全
に
一
般
常
氏
と
一
線
を
劃
し
て
差
別
さ
れ
て
き
た
械
多
に
支
配
の
実
権
を
掌
握
さ
せ
、
も
っ
て
幕
藩
体
制
の
最
下
層
に
お
け
る
統
治
の
完
墜
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
「
先
天
的
賎
民
」
(
5
)
と
い
わ
れ
る
の
に
反
し
て
、
非
人
賎
民
籍
に
編
入
さ
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
近
親
(
姉
妹
、
伯
叔
母
、
姪
)
の
私
通
、
三
笠
附
の
伺
拾
(
6
)
、
取
退
無
尽
の
札
売
等
、
幕
府
の
刑
法
た
る
公
事
方
御
定
書
(
御
定
書
百
箇
条
〉
で
は
、
す
べ
て
非
人
手
下
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
(
7
)
O
機
多
と
非
人
と
の
身
分
に
つ
き
、
更
に
附
説
す
れ
ば
、
機
多
の
す
べ
て
が
、
の
う
ち
に
は
、
既
述
の
如
く
、
常
民
が
が
し
ば
し
ば
、
諸
犯
罪
事
情
で
、
ま
た
、
犯
罪
が
な
く
と
も
、
無
宿
で
引
取
人
の
な
い
者
が
非
人
手
下
に
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
強
制
的
に
手
下
に
配
せ
ら
れ
る
以
外
に
、
本
人
の
自
由
意
志
で
、
希
望
す
れ
ば
、
非
人
の
配
下
に
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
品
そ
れ
に
は
、
弾
左
衛
門
が
、
相
当
な
手
続
を
し
た
場
合
に
限
り
許
下
さ
れ
た
(
8
)
。
な
お
、
犯
罪
に
よ
っ
て
非
人
手
下
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
、
「
赦
」
に
遭
え
ば
、
罪
が
免
ぜ
ら
れ
、
そ
う
で
な
く
犯
罪
人
で
な
い
者
は
、
そ
の
親
族
等
か
ら
請
願
が
あ
れ
ば
、
常
民
(
平
人
〉
に
復
籍
で
き
た
。
こ
れ
は
「
素
人
に
引
立
つ
る
」
ま
た
は
「
非
人
の
足
洗
」
と
も
い
っ
た
。
「
徳
川
時
代
警
察
沿
革
誌
」
(
9
)
上
巻
に
よ
る
と
、
安
、
氷
六
年
ハ
一
七
七
七
)
五
月
八
日
の
条
に
、
機
多
非
人
類
索
人
ヘ
引
上
の
事
先
年
武
州
榛
沢
郡
新
戒
村
機
多
医
道
功
者
に
て
村
方
調
法
に
相
成
候
間
平
人
に
引
上
医
師
に
い
た
し
度
旨
申
之
向
寄
の
非
人
頭
差
障
候
に
付
其
節
の
支
配
御
代
官
よ
り
奉
行
所
ヘ
内
伺
い
た
し
候
処
左
の
通
弾
左
衛
門
よ
り
差
出
候
書
付
御
渡
有
之
候
事
全
体
非
人
素
生
の
も
の
素
人
に
は
不
仕
候
往
古
よ
り
作
法
に
て
御
座
候
元
素
人
一
旦
非
人
に
相
成
候
も
の
も
拾
ヶ
年
相
立
不
申
内
者
共
非
人
の
縁
者
よ
り
引
上
申
度
段
非
人
小
屋
え
申
来
候
節
其
趣
非
人
頭
共
よ
り
私
方
え
申
出
候
間
証
文
を
取
素
人
に
い
た
し
候
様
申
付
候
カ
拾
ヶ
年
相
立
候
て
は
素
人
に
不
仕
候
作
法
に
御
座
候
然
共
非
人
よ
り
素
人
に
相
成
候
儀
出
世
に
御
座
候
間
近
来
年
永
久
敷
非
人
に
て
も
其
非
人
の
縁
者
よ
り
引
上
申
度
段
非
人
頭
共
方
え
相
願
候
得
者
一
応
右
作
法
之
趣
申
開
頻
に
引
上
申
度
段
申
之
候
も
の
者
証
文
を
取
為
引
上
候
得
共
前
書
に
申
上
候
非
人
素
生
の
も
の
素
人
に
は
不
仕
候
作
法
に
御
座
候
右
の
趣
御
尋
に
付
乍
恐
以
書
付
奉
申
上
候
以
上
浅
草
弾
左
衛
門
と
あ
る
か
ら
、
拾
年
間
非
人
で
あ
っ
た
場
合
は
、
常
民
ヘ
復
籍
で
き
な
い
。
し
か
し
親
族
等
よ
り
特
に
請
願
が
あ
れ
ば
、
例
外
と
し
て
取
江
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
一
考
察
-
一
二
九
東
津
法
ρ孟.. 
子
一二ユ
O
扱
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
元
帳
五
年
ハ
一
六
九
一
一
)
、
上
州
下
仁
田
村
長
吏
馬
左
衛
門
が
、
長
吏
と
械
多
と
の
別
を
論
じ
て
弾
左
衛
門
の
支
「
古
来
よ
り
械
多
と
申
儀
世
話
に
て
御
座
候
」
と
答
え
て
遂
に
勝
訴
し
て
い
る
(
山
)
。
評
定
所
へ
出
訴
し
、
配
を
脱
離
じ
よ
う
と
し
た
が
、
弾
左
衛
門
は
、
(
1
)
荒
井
茂
雄
氏
「
香
具
師
考
」
(
同
氏
『
「
香
具
師
」
階
層
の
発
生
に
つ
い
て
』
《
「
史
海
」
本
研
究
論
文
の
一
部
を
成
す
)
(
空
〉
本
居
内
遠
「
践
者
考
」
(
「
本
居
内
遠
全
集
」
第
十
二
、
一
九
五
頁
)
(
B
)
「
史
籍
雑
纂
」
(
国
書
刊
行
会
版
)
第
三
、
三
三
1
四
頁
(
4
)
乞
胸
(
乞
可
)
に
つ
い
て
は
、
後
出
E
、
1
、
註
(
1
)
参
照
。
(
日
)
三
浦
周
行
博
士
「
法
制
史
之
研
究
」
二
六
九
頁
(
向
)
博
突
に
使
わ
れ
た
俳
諮
の
一
種
で
、
発
句
の
第
一
句
を
三
様
に
出
し
、
人
を
し
て
各
々
第
二
、
第
三
句
を
附
け
さ
せ
て
勝
負
を
争
う
も
の
。
宝
永
・
E
徳
頃
に
冠
附
よ
り
転
化
し
て
行
わ
れ
た
。
(
荻
生
租
傑
薯
北
島
E
一
苅
校
訂
「
校
註
政
談
」
《
雄
山
閣
文
庫
》
一
六
頁
註
(
R
V
)
(
7
)
「
御
定
書
百
箇
条
」
(
「
徳
川
禁
令
考
後
緊
」
《
「
司
法
省
版
」
》
。
「
日
本
古
代
法
典
」
。
隈
崎
渡
教
授
「
日
本
法
制
史
概
論
」
附
録
《
「
古
法
令
類
集
」
》
収
)
の
う
ち
、
(
四
八
)
密
通
御
仕
置
之
事
〈
寛
保
一
一
年
極
)
一
姉
妹
伯
母
姪
と
密
通
い
た
し
候
も
の
(
五
十
V
男
女
申
合
相
果
候
者
之
事
(
事
保
七
年
極
)
一
双
方
存
命
に
候
は
、
ハ悶
U
《
東
京
学
芸
大
学
史
学
会
刊
》
第
一
号
所
収
》
は
、
男
女
共
遊
園
非
人
手
下
一一一日晒
非
人
手
下
一
主
人
と
下
女
と
相
対
死
致
仕
損
主
人
存
命
に
候
は
〉
(
五
十
五
)
三
笠
附
博
突
打
取
退
無
尽
御
仕
置
之
事
〈
事
保
十
一
年
極
)
一
三
笠
附
句
拾
(
同
一
万
年
極
)
一
取
退
無
尽
札
売
(
七
十
一
〉
人
殺
井
庇
附
御
仕
置
之
事
(
従
前
々
之
例
)
一
離
別
之
妻
に
。
幅
削
附
候
も
の
(
七
十
九
〉
拾
五
歳
以
下
之
者
御
仕
置
之
事
(
寛
保
一
一
年
極
〉
一
拾
五
歳
以
下
之
無
宿
者
は
。
途
中
其
外
に
て
。
小
盗
い
た
し
候
に
お
ゐ
て
は
(
白
〉
「
法
曹
後
鑑
」
。
石
井
良
助
博
士
「
日
本
法
制
史
概
説
」
五
O
O
l二
一
良
。
滝
川
政
次
郎
「
日
本
社
会
史
」
ゴ
一
浦
周
行
博
士
「
械
多
非
人
の
法
制
上
の
地
位
」
(
「
法
制
史
之
研
究
」
一
一
三
二
一
貝
以
下
〉
(
9
)
内
務
省
警
保
局
「
警
察
研
究
資
料
」
第
六
輯
、
七
五
一
一
良
(
叩
〉
筆
者
所
蔵
の
亭
保
十
年
九
万
「
弾
左
衛
門
由
緒
書
」
。
本
稿
I
、
1
参
照
。
幸
田
成
友
博
士
「
弾
左
衛
門
の
生
計
」
五
九
九
頁
)
磯
ヶ
谷
紫
江
編
「
江
戸
浅
草
弾
左
衛
門
由
緒
、
全
」
非
人
手
下
家
尉
取
よ
非
人
手
下
入
墨
之
上
遠
国
非
人
手
下
非
人
手
下
(
乾
一
苅
社
版
)
三
四
五
l
六
頁
。
(
「
日
本
経
済
史
研
究
」
E 
賎
民
支
配
体
制
確
立
の
陣
痛
機
多
頭
支
配
か
ら
浄
瑠
璃
太
夫
・
役
者
等
の
離
脱
江
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
考
察
一一
一
東
洋
法
学
-一一一
一
芝
居
の
役
者
は
、
械
多
頭
弾
左
衛
門
の
支
配
を
受
け
る
か
ど
う
か
に
つ
き
、
か
ら
く
り
師
小
林
新
助
対
弾
左
衛
門
の
訴
訟
が
行
わ
れ
た
結
果
、
小
林
側
が
勝
ち
、
こ
こ
に
独
り
カ
一
ア
グ
リ
師
に
限
ら
ず
、
広
く
浄
瑠
璃
語
り
、
役
者
等
ま
で
も
、
機
多
頭
の
支
配
を
受
け
な
い
こ
と
に
な
っ
た
(
1
)
。
f句、
一、_，と
の
事
件
は
、
宝
永
五
年
(
一
七
O
七
)
に
対
決
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
役
者
は
ど
う
社
会
的
に
考
え
ら
れ
た
か
。
「
乞
胸
(
2
v
香
具
河
原
者
旋
之
事
」
(
S
)
の
う
ち
に
、
芝
居
と
申
す
は
、
田
舎
在
々
に
は
無
レ
之
、
江
戸
浅
草
猿
若
町
中
村
勘
三
郎
座
、
市
村
羽
左
術
門
座
、
河
原
崎
権
之
助
座
の
外
無
二
御
座
一
、
此
外
御
府
内
は
勿
論
、
田
舎
在
々
に
罷
出
、
渡
世
致
し
候
等
御
法
度
に
候
、
此
者
、
身
分
の
義
は
外
に
無
レ
之
、
河
原
者
と
鳴
ひ
、
往
古
京
都
五
条
之
河
原
芝
の
上
に
て
、
手
踊
致
し
百
文
弐
百
文
之
手
内
を
営
み
居
候
、
芝
居
に
入
る
と
申
し
唱
ヘ
候
(
中
略
〉
元
へ
河
原
番
ぜ
も
此
一
者
は
、
素
人
に
紛
る
と
一
式
ふ
を
以
て
、
御
府
内
は
勿
論
、
何
方
ヘ
罷
出
候
と
も
、
編
笠
を
被
り
、
通
行
可
レ
致
と
被
二
仰
付
一
、
其
外
、
猿
芳
町
之
芝
居
外
、
何
方
な
り
へ
、
罷
出
渡
世
す
る
義
、
御
制
禁
に
被
レ
遊
有
レ
之
、
猶
天
保
度
、
水
野
越
前
守
様
御
老
中
御
勤
役
の
節
、
別
に
厳
重
に
被
二
仰
付
一
、
何
方
へ
な
り
と
も
罷
出
渡
世
致
候
義
、
不
ご
相
成
-
候
事
と
あ
る
。
そ
の
身
分
的
制
約
の
一
端
が
、
こ
の
錠
を
通
し
て
う
か
が
え
る
。
「
乞
胸
香
具
河
原
者
旋
之
事
」
の
う
ち
に
「
助
者
、
身
分
の
義
は
:
:
:
河
原
者
と
唱
ひ
」
と
あ
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
は
、
と
の
河
原
者
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
「
嬉
遊
笑
覧
」
(
4
)
に、
歌
舞
伎
の
も
の
ど
も
を
か
は
ら
も
の
と
い
ふ
ハ
賎
め
た
る
詞
な
り
河
原
に
て
始
め
た
る
業
な
れ
ば
そ
の
も
の
と
伍
を
ひ
と
し
く
い
へ
り
と
あ
る
。
ま
た
女
歌
舞
伎
が
盛
ん
と
な
っ
た
が
、
そ
の
弊
韓
対
策
に
江
戸
幕
府
は
風
俗
取
締
を
実
施
し
、
そ
の
取
締
が
、
役
者
の
迷
惑
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
(一六五一一一〉
愛
に
京
都
の
役
者
村
山
叉
兵
衛
と
い
う
者
あ
り
此
者
承
応
ニ
巳
年
共
比
御
奉
行
祇
園
御
参
詣
の
き
ざ
み
御
駕
訴
訟
申
上
芝
居
御
赦
免
の
段
ひ
た
す
ら
御
願
申
上
し
か
ど
御
取
上
げ
な
か
り
し
一
再
々
そ
れ
で
も
、
さ
ら
に
め
げ
ず
、
心
を
を
は
げ
ま
し
、
叉
兵
衛
は
、
願
い
続
け
て
い
る
う
ち
、
つ
い
に
同
年
三
月
に
、
物
真
似
狂
言
づ
く
し
と
名
目
を
改
め
て
赦
免
を
受
け
た
。
此
又
兵
衛
が
事
を
開
伝
へ
惣
じ
て
役
者
た
る
者
は
川
原
者
と
惣
名
を
附
又
は
械
れ
し
身
な
り
な
ど
い
や
し
む
る
は
大
に
相
違
な
る
裏
な
り
と
歌
舞
妓
事
始
に
も
書
記
せ
り
と
あ
る
。
享
保
十
年
(
一
七
ご
五
)
、
「
弾
左
衛
門
書
上
」
(
5
〉
の
末
尾
に
、
サ
サ
一
フ
茶
せ
ん
右
者
関
八
州
村
々
ニ
有
之
候
得
共
、
当
時
ハ
無
之
と
あ
り
、
ま
た
、
「
一
話
一
一
一
百
」
(
6
〉に、
船
協
一
之
儀
に
付
申
上
候
番
付
小
野
田
三
郎
右
衛
門
骸
之
儀
承
合
候
処
影
と
申
す
は
芝
居
等
仕
候
者
に
候
処
駿
府
町
奉
行
に
て
囚
人
等
取
扱
せ
候
由
之
者
に
て
非
人
杯
と
申
も
の
に
も
無
之
先
河
原
も
の
と
申
ゃ
う
成
者
に
有
之
同
所
町
御
免
之
あ
や
つ
り
等
致
候
云
々
御
代
官
と
あ
り
、
そ
う
し
て
「
駿
国
雑
志
」
(
7
u
に、
在
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
一
考
察
一一一一一
東
津
法
学
一二一一四
説
教
師
、
一
名
膨
の
者
と
も
あ
る
。
こ
の
説
教
師
と
は
、
芸
能
者
に
属
す
る
人
々
で
あ
る
。
.... 
一
、...J
芝
居
役
者
が
、
弾
左
門
支
配
か
ら
脱
離
を
公
的
に
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
過
に
つ
き
「
勝
一
扇
子
」
(
R
〉に、
歌
舞
妓
狂
言
座
之
輩
、
機
多
の
手
下
井
に
非
人
の
類
に
無
之
証
書
、
宝
永
五
年
之
公
事
荒
増
を
記
し
、
二
代
目
市
川
団
十
郎
こ
れ
を
勝
(
一
七
七
三
)
扇
と
号
し
家
蔵
す
、
斯
る
証
跡
を
以
て
四
代
目
の
市
川
団
十
郎
、
即
三
代
目
海
老
蔵
也
、
安
永
二
年
巳
の
春
中
村
座
和
田
酒
宴
栄
花
鑑
之
湖
、
芝
居
百
五
拾
年
寿
口
上
之
節
、
伝
来
之
品
々
披
露
之
上
に
て
、
如
レ
此
無
レ
上
御
方
様
へ
被
レ
為
レ
召
し
者
、
各
ミ
様
方
河
原
者
七
乞
食
な
ど
t
A
御
心
得
違
レ
無
之
様
と
申
せ
し
も
、
一
つ
は
比
書
に
よ
っ
て
也
、
今
回
定
を
借
受
、
愛
に
う
つ
し
ぬ
、
既
に
原
本
は
五
代
目
市
川
団
十
郎
、
美
濃
紙
江
自
筆
を
も
っ
て
、
長
約
dp小
林
新
助
江
戸
公
事
日
記
写
(
助
)
(
宝
永
四
年
〉
京
都
四
条
河
原
か
ら
く
り
師
小
林
新
介
と
申
者
、
江
戸
ヘ
罷
下
り
、
夫
よ
り
房
州
江
旅
芝
居
に
参
り
、
江
戸
表
御
番
所
及
二
御
沙
汰
に
一
機
多
之
頭
矢
野
弾
左
衛
門
と
対
決
仕
候
覚
書
写
房
州
の
械
多
狼
籍
致
候
一
一
付
、
が
載
せ
て
あ
る
が
、
そ
の
語
る
と
こ
ろ
は
次
の
遁
り
で
あ
る
。
こ
の
訴
訟
は
、
宝
、
氷
五
年
三
月
廿
一
日
、
坪
内
能
登
守
(
三
月
御
月
番
)
、
丹
波
遠
江
守
〈
御
立
会
)
、
の
下
に
裁
判
が
行
わ
れ
、
以
下
の
理
由
で
、
弾
左
衛
門
支
配
を
受
く
べ
き
皆
、
申
渡
さ
れ
た
。
遠
江
守
の
意
見
で
は
、
旅
芝
居
は
、
江
戸
松
野
老
岐
守
(
御
立
会
御
病
気
故
無
の
堺
町
、
木
挽
町
と
は
違
っ
て
、
(
喚
)
こ
れ
に
対
し
て
、
小
林
新
助
は
、
す
で
に
京
都
で
は
、
御
所
へ
出
演
を
し
、
四
条
の
歌
舞
伎
、
繰
座
へ
も
出
て
い
る
か
ら
、
弾
左
衛
門
の
支
配
を
受
け
る
理
由
が
な
い
。
堺
町
や
木
挽
町
の
芝
居
は
、
弾
左
衛
門
支
配
外
で
あ
る
。
が
、
独
り
旅
芝
居
が
、
そ
の
支
配
に
服
せ
よ
「
弾
左
衛
門
下
グ
乞
胸
間
前
」
の
回
目
で
あ
っ
た
。
と
は
、
失
当
で
あ
る
。
も
と
も
と
役
者
は
、
旅
芝
居
で
稽
古
修
業
を
積
み
、
江
戸
、
京
都
、
大
阪
三
都
の
晴
の
檎
舞
台
を
勤
め
る
。
檎
舞
台
の
芝
居
と
旅
芝
居
は
、
本
質
上
異
な
ら
な
い
と
申
開
い
た
。
か
く
し
て
同
月
二
十
五
日
に
原
・
被
両
人
の
出
廷
を
求
め
証
拠
調
べ
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
当
日
、
弾
左
衛
門
は
、
小
塚
原
で
結
城
武
蔵
太
夫
一
座
の
芝
居
興
行
の
際
、
一
斗
樽
の
酒
、
鳥
目
一
貫
文
お
よ
び
木
戸
札
百
五
十
枚
の
附
け
届
け
が
あ
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
千
住
で
、
和
泉
太
夫
芝
居
の
際
も
、
酒
と
木
戸
札
が
周
け
ら
れ
た
皆
、
ま
た
浅
草
奥
山
で
、
木
曾
山
金
兵
衛
の
芝
居
興
行
に
も
、
木
戸
札
百
五
十
枚
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
等
。
こ
う
し
た
近
頃
の
の
例
を
挙
げ
て
旅
芝
居
が
自
分
の
支
配
下
に
あ
る
こ
と
の
証
拠
と
し
た
。
こ
う
し
た
申
立
を
受
け
た
の
で
、
奉
行
所
は
、
以
上
申
立
に
あ
る
諸
太
夫
元
を
ば
同
月
二
十
七
日
に
召
喚
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
和
泉
太
夫
は
、
部
下
の
取
計
い
で
あ
っ
て
太
夫
元
自
身
の
関
知
し
な
い
こ
と
と
主
張
し
、
結
城
武
蔵
太
夫
は
、
弾
左
衛
門
の
支
配
を
承
知
の
上
で
贈
物
を
し
た
の
で
は
な
く
、
場
内
の
騒
擾
を
避
け
る
た
め
手
代
の
計
い
に
よ
っ
た
と
弁
明
の
申
立
を
し
、
金
兵
衛
は
、
奥
山
の
近
く
に
住
む
械
多
が
、
木
戸
札
を
ね
だ
る
の
で
呉
れ
た
ま
で
で
、
決
し
て
弾
左
衛
門
に
贈
っ
た
の
で
は
な
い
と
申
立
て
た
。
そ
う
し
て
、
そ
の
日
、
小
林
新
助
は
、
貞
享
元
年
(
一
六
八
四
)
、
京
都
の
儒
巨
黒
川
道
祐
著
「
濯
州
府
志
」
〈
こ
の
芝
居
の
条
に
、
有
二
歌
舞
妓
者
一
元
出
雲
大
社
一
品
女
有
王
す
ご
国
女
一
者
上
一
二
転
神
楽
一
而
歌
舞
是
古
所
謂
白
拍
子
之
類
而
元
神
楽
之
変
風
也
永
椋
年
中
有
ご
名
護
屋
三
左
衛
門
者
一
元
武
人
而
落
暁
生
也
在
二
京
師
一
則
与
二
国
女
一
密
通
共
謀
レ
之
作
ご
歌
舞
妓
之
曲
一
歌
舞
妓
中
古
所
レ
称
狂
言
様
也
一
式
々
の
丈
一
一
日
を
利
用
し
、
芝
居
は
、
以
上
の
記
述
に
よ
り
、
そ
の
起
源
の
上
限
た
る
、
氷
禄
年
間
と
宝
、
氷
年
間
と
は
、
年
を
隔
て
る
こ
と
僅
か
に
百
四
、
五
十
年
に
過
ぎ
な
い
。
弾
左
衛
門
が
頼
朝
か
ら
賜
わ
っ
た
と
い
う
治
承
四
年
(
二
八
O
U
の
判
物
に
登
載
さ
れ
て
あ
る
支
配
下
の
二
十
八
座
の
う
ち
に
は
歌
舞
伎
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
、
歩
く
と
も
治
承
年
中
に
歌
舞
伎
は
未
だ
発
生
し
て
い
な
い
証
拠
し
か
も
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
考
察
-
一
三
五
京
洋
法
学
二
三
六
と
な
る
。
あ
ま
つ
さ
え
、
浄
瑠
璃
、
人
形
芝
居
も
受
領
し
て
い
る
例
を
も
っ
て
械
多
の
支
配
を
受
け
な
い
と
主
張
し
た
た
め
、
止
ロ
た
る
小
林
新
助
の
勝
訴
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
役
者
、
浄
璃
璃
太
夫
、
か
ら
く
り
人
形
芝
居
太
夫
は
、
機
多
支
配
を
脱
出
し
た
。
し
か
つ
い
に
原
し
地
方
に
よ
り
て
は
、
な
お
、
関
係
を
も
ち
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
例
外
的
に
は
あ
っ
た
。
(
1
)
ゴ
一
好
伊
平
次
氏
「
同
和
問
題
の
歴
史
的
研
究
」
一
二
O
i一
二
二
頁
(
2
)
ω
乞
胸
と
は
、
「
山
本
仁
太
央
書
上
」
に
よ
れ
ば
、
弾
左
衛
門
の
即
下
非
人
頭
車
善
七
の
支
配
下
に
属
し
、
綾
取
、
猿
若
、
江
戸
万
歳
、
辻
放
下
、
操
り
、
浄
瑠
璃
、
説
教
、
物
真
似
、
仕
形
能
、
物
読
、
講
釈
、
辻
勧
進
等
を
興
行
す
る
も
の
を
い
い
、
そ
の
乞
胸
頭
を
山
木
仁
太
夫
と
い
う
。
明
和
五
子
年
(
一
七
六
八
)
中
よ
り
江
戸
下
谷
山
崎
町
安
丁
目
町
内
に
住
居
し
て
い
た
。
〈
「
御
府
内
備
考
」
《
「
犬
日
本
地
誌
大
系
」
第
一
巻
、
四
四
九
頁
以
下
回
巻
之
二
十
三
)
制
幸
田
成
友
博
士
は
、
「
白
木
経
済
史
研
究
」
に
お
い
て
、
「
江
戸
時
代
に
は
其
身
分
の
百
姓
町
人
と
糠
多
・
非
人
と
に
跨
れ
る
も
の
あ
り
た
り
。
例
せ
ば
乞
胸
(
ゴ
ブ
ム
ネ
)
な
る
者
の
如
き
、
業
の
家
業
は
寺
社
の
境
内
等
に
於
て
芸
能
を
演
じ
観
覧
料
を
徴
す
る
者
に
し
て
非
人
に
類
似
す
る
も
、
身
分
は
町
人
な
る
を
以
て
、
家
業
に
つ
き
て
は
非
人
頭
た
る
草
善
七
の
支
聞
を
受
け
乍
ら
、
身
分
に
つ
き
て
は
町
役
人
に
属
し
た
り
し
が
如
し
」
。
と
い
い
、
ま
た
『
乞
胸
』
は
、
「
紅
戸
時
代
は
、
仁
太
夫
の
配
下
に
お
か
れ
最
も
下
層
の
犬
道
芸
人
で
あ
っ
た
。
」
と
も
い
う
。
(
S
〉
諸
井
六
郎
「
徳
川
時
代
之
武
蔵
本
庄
」
一
五
九
頁
ハ
4
)
喜
多
村
信
節
「
嬉
遊
笑
覧
」
巻
五
下
(
近
藤
出
版
部
刊
、
上
巻
六
二
三
頁
〉
(
5
)
江
戸
、
弾
左
門
由
緒
書
附
録
(
6
)
太
田
南
畝
「
一
話
一
一
一
一
回
」
巻
十
九
(
「
日
本
随
筆
大
成
」
別
巻
上
、
七
八
七
頁
)
、
堀
一
郎
博
士
「
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究
」
ゴ
一
八
八
頁
(
7
〉
「
駿
国
雑
志
」
巻
九
ノ
下
(
8
)
三
田
村
鳶
魚
氏
校
訂
「
朱
刊
随
筆
百
種
」
(
米
山
笠
発
行
〉
第
三
、
四
ご
五
l
四
五
O
頁
(
q
)
京
都
叢
書
「
搾
州
府
士
山
」
古
蹟
門
上
、
二
四
二
|
四
頁
2 
機
多
対
座
頭
〔
当
道
)
の
訴
訟
と
座
頭
の
離
脱
頼
朝
よ
り
戴
い
た
判
物
に
記
載
の
二
十
八
座
(
廿
九
座
〉
の
う
ち
第
二
番
に
座
頭
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
座
に
属
す
る
職
業
も
、
時
代
が
経
つ
と
と
も
に
賎
民
社
会
か
ら
離
脱
し
て
い
っ
た
の
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
役
者
等
の
例
で
判
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
元
来
、
(
さ
が
)
身
分
は
賎
し
く
な
く
、
業
だ
け
が
「
下
り
職
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
職
を
廃
す
れ
ば
、
直
ぐ
常
民
に
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
思
想
が
あ
る
こ
と
を
、
柳
田
国
男
氏
は
、
直
接
、
江
戸
時
代
の
最
後
の
座
頭
と
し
て
残
っ
て
い
る
者
か
ら
聞
い
た
と
報
告
し
て
お
ら
れ
る
?
)
。
そ
う
し
て
、
さ
ら
に
、
坐
頭
ノ
所
謂
下
p
職
ハ
些
シ
グ
禅
家
ノ
所
録
ト
異
ナ
ル
モ
、
要
ス
ル
-
一
卑
職
ノ
家
ヨ
p
弟
子
7
取
ル
ベ
カ
一
フ
ズ
、
共
住
セ
シ
屋
敷
ア
買
ヒ
テ
住
ム
ベ
カ
一
フ
ズ
ト
云
フ
ナ
リ
。
然
ル
-
一
比
坐
頭
ナ
ル
一
階
級
ハ
江
戸
時
代
一
一
至
p
大
一
一
地
位
ア
改
良
シ
グ
ル
一
筒
ノ
所
謂
職
人
ナ
p
。
此
徒
ハ
好
機
会
ア
把
へ
テ
其
配
当
ア
受
グ
ル
権
利
ヲ
職
務
ト
分
離
セ
シ
メ
、
一
躍
シ
テ
「
ホ
イ
ト
」
ノ
域
ア
蝉
脱
セ
シ
モ
ノ
ナ
p
。
曾
テ
阿
波
侯
ノ
能
役
者
ノ
家
一
一
配
当
ア
取
リ
ニ
行
カ
ザ
リ
シ
為
紛
綜
ア
引
起
セ
シ
コ
ト
ア
リ
。
同
類
間
相
互
-
一
配
当
ヲ
乞
ハ
ザ
ル
旧
習
ヲ
利
用
シ
テ
大
-
一
其
地
位
ノ
高
キ
コ
ト
ア
立
証
セ
シ
ハ
、
盲
人
ノ
仲
間
ニ
ハ
代
々
智
慧
者
ノ
絶
エ
ザ
リ
シ
コ
ト
ヲ
知
ル
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
坐
頭
ノ
中
ニ
モ
一
一
種
盲
僧
ト
紘
ス
ル
在
野
ノ
琵
琶
法
師
ア
リ
テ
、
此
輩
ノ
以
前
ノ
生
活
状
態
ア
一
示
セ
p
(
2
)
。
こ
こ
に
、
ホ
イ
ト
と
は
、
今
で
は
衣
食
に
窮
し
た
貧
し
い
人
々
が
、
オ
コ
モ
と
い
う
よ
う
に
薦
を
ま
と
い
、
あ
る
い
は
カ
グ
イ
と
い
う
よ
う
に
路
の
傍
な
ど
に
い
て
、
モ
ノ
モ
一
フ
ヒ
と
い
う
よ
う
に
米
銭
を
乞
う
者
を
き
し
て
い
う
が
、
以
上
の
名
称
が
和
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
乞
食
(
こ
じ
き
)
ま
た
は
コ
ツ
ジ
キ
と
い
う
の
は
漢
音
で
渡
来
語
で
あ
る
。
ま
た
「
ホ
イ
ト
」
と
も
い
う
。
宝
永
年
間
に
、
座
頭
と
械
多
と
の
出
入
が
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
「
諸
国
座
頭
官
職
之
事
」
そ
の
他
の
書
物
で
は
、
宝
永
説
に
属
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
所
が
、
中
山
太
郎
氏
所
蔵
写
本
で
は
、
f句、
一、-'
元
禄
説
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
元
禄
二
年
(
一
六
八
九
〉
と
明
江
戸
時
と
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
考
察
七
東
洋
法
~ 
十
一一八
記
し
て
い
る
。
し
か
し
「
三
代
関
」
に
よ
る
と
、
座
頭
ハ
当
道
)
の
代
表
と
し
て
公
事
に
当
っ
た
検
校
岩
船
披
泉
(
妙
門
派
)
は
、
寛
永
十
丁
丑
五
月
授
、
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
丁
卯
七
月
十
八
日
寂
と
あ
り
、
元
禄
二
年
(
一
六
八
九
〉
よ
り
は
四
年
前
に
こ
れ
か
ら
し
て
械
多
対
当
道
の
公
事
の
一
件
は
、
当
道
汲
の
策
略
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
或
は
宝
永
五
年
中
に
、
こ
れ
も
有
名
な
械
多
対
役
者
の
公
事
が
あ
っ
た
の
に
思
い
つ
き
事
実
を
担
造
し
て
械
多
の
支
配
か
ら
免
れ
た
?
と
故
意
に
宣
伝
し
た
が
、
若
干
の
事
実
を
捉
え
、
こ
れ
を
誇
張
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
(
手
。
元
禄
二
年
長
吏
弾
左
衛
門
と
座
頭
出
入
一
一
付
、
京
都
座
頭
之
内
五
老
検
校
江
戸
江
罷
出
公
事
沙
汰
甚
舗
、
弾
左
衛
門
代
々
所
持
候
欽
明
不
明
天
皇
之
御
朱
印
、
武
家
頼
朝
公
之
御
判
証
文
ニ
ヅ
を
以
、
御
公
儀
江
差
上
ロ
ニ
申
分
候
得
者
、
五
老
検
校
夜
逃
ス
、
依
之
不
得
止
事
岩
船
検
校
罷
出
、
叉
々
弾
左
衛
門
ト
誇
論
ニ
及
、
則
彼
右
大
将
頼
朝
公
之
御
時
、
鎌
倉
よ
り
給
候
御
定
法
之
御
朱
印
一
巻
差
出
、
死
去
し
て
い
る
。
四
年
三
六
三
七
)
(
一
七
O
八〉
覚
山
守
、
関
守
、
座
頭
、
髪
結
、
牢
番
、
猿
引
、
渡
守
、
筆
師
、
陰
陽
師
、
土
器
師
、
墨
師
、
傾
城
、
金
堀
、
健
儲
師
、
箕
作
、
右
之
外
数
多
有
之
与
雄
、
是
等
ハ
皆
長
吏
之
下
た
る
べ
し
略
O
中
其
後
公
儀
へ
相
願
候
趣
ハ
、
座
頭
共
近
来
私
支
配
相
除
度
旨
申
募
候
得
ど
も
、
前
文
之
通
先
祖
よ
り
之
古
例
御
座
候
問
、
昔
之
通
り
私
手
下
一
一
被
仰
付
被
下
段
訴
之
、
叉
候
右
大
将
頼
朝
公
よ
り
先
祖
弾
左
衛
門
へ
被
仰
付
候
支
配
拾
七
品
之
証
文
指
出
相
願
候
略
O
中
依
之
岩
船
検
校
被
召
出
、
弾
左
衛
門
申
口
之
通
p
ヲ
以
御
尋
有
之
、
岩
船
御
答
申
上
候
に
は
、
如
レ
仰
彼
者
先
祖
ハ
頼
朝
公
御
代
者
三
千
町
之
領
主
ニ
而
、
御
旗
本
之
列
に
相
加
り
候
事
故
、
彼
が
手
下
に
罷
成
候
得
と
も
当
時
者
エ
グ
而
己
之
渡
世
仕
候
-
一
付
而
ハ
、
手
下
に
可
被
成
筋
無
之
旨
申
上
、
弾
左
衛
門
申
上
候
ハ
、
然
れ
共
三
味
線
之
曲
を
表
一
一
仕
候
座
頭
之
義
、
三
味
線
ハ
皮
を
張
候
者
-
一
而
候
得
者
、
当
時
姐
茂
手
下
之
筋
一
一
て
候
よ
し
申
上
る
、
検
校
申
上
候
者
、
座
頭
表
と
仕
供
立
目
曲
者
菅
弾
司
法
師
と
申
習
ハ
し
、
時
一
出
曹
を
表
-
一
も
て
滋
び
申
候
処
、
太
閤
秀
士
肘
公
た
御
時
西
山
検
校
と
申
者
、
琉
球
国
之
楽
器
の
内
三
線
ト
と
な
へ
候
も
の
渡
候
時
、
久
我
大
納
言
様
御
慰
に
手
を
付
候
て
用
ひ
初
候
、
決
而
三
味
線
ハ
表
に
不
仕
候
、
且
琵
琶
を
用
ひ
来
り
候
事
ハ
、
人
皇
五
十
八
代
光
孝
天
皇
の
御
子
雨
夜
親
王
御
盲
目
に
な
ら
せ
ら
れ
、
御
生
涯
の
御
慰
に
御
琵
琶
を
御
弄
な
さ
れ
、
彼
王
子
琵
琶
の
曲
を
御
伝
ひ
な
さ
れ
、
共
上
国
々
の
盲
人
ど
も
御
不
便
-
一
息
召
、
後
世
官
人
の
世
渡
り
の
為
、
琵
琶
を
表
の
業
と
い
た
す
べ
き
と
也
、
是
よ
り
琵
琶
法
師
と
申
伝
へ
候
、
雨
夜
親
王
御
末
孫
た
る
故
を
以
、
久
我
様
に
て
官
位
等
茂
仕
来
り
候
、
金
三
味
線
は
慰
一
一
て
職
之
表
と
ハ
不
仕
、
琵
琶
を
表
と
仕
候
義
一
一
候
と
申
上
候
得
パ
、
弾
左
衛
門
申
上
候
ハ
当
時
之
儀
者
不
用
、
元
来
之
儀
を
於
相
用
候
者
、
手
下
一
一
仕
候
て
不
苦
筋
と
奉
在
候
ト
申
立
け
る
ゆ
へ
、
岩
船
も
無
申
訳
既
了
負
哉
と
見
る
所
に
、
叉
岩
船
申
上
候
ハ
、
弾
左
衛
門
申
上
候
頼
朝
公
よ
り
被
下
置
候
拾
七
ケ
条
の
御
朱
印
之
内
に
、
山
守
・
関
守
・
座
頭
と
有
候
一
一
付
而
者
、
時
代
之
移
替
一
一
而
当
時
者
山
守
被
成
候
方
、
叡
山
日
光
山
之
御
門
主
も
山
守
た
る
べ
し
、
関
守
と
て
も
昔
と
は
品
替
り
、
所
々
の
関
守
之
内
ニ
而
、
就
中
箱
根
関
守
等
も
、
往
古
の
通
り
弾
左
衛
門
手
下
に
有
之
候
ハ
バ
、
座
頭
之
儀
も
柳
申
分
無
之
、
彼
が
支
配
請
可
申
回
目
申
上
げ
る
故
、
弾
左
衛
門
一
一
言
之
申
上
義
無
之
、
依
之
右
拾
七
口
問
之
内
山
守
・
関
守
・
座
頭
之
三
ケ
条
、
永
く
手
下
御
除
被
下
候
事
一
一
相
成
、
右
詩
論
ハ
元
禄
ニ
己
巳
二
月
よ
り
、
同
年
九
月
十
九
日
迄
之
事
也
雨
夜
親
王
系
図
書
、
欽
明
帝
の
御
朱
印
も
偽
造
で
あ
っ
た
。
し
か
し
幕
府
は
、
こ
れ
が
真
偽
は
、
座
頭
取
締
上
、
不
聞
に
し
て
い
た
。
か
く
し
て
、
当
時
盲
人
は
、
一
応
政
策
上
、
座
頭
座
で
統
轄
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
(5xε
。
(
1
X
2
)
柳
田
国
男
氏
「
所
謂
特
殊
部
搭
ノ
種
類
」
(
「
国
家
学
会
雑
誌
」
第
二
七
巻
第
五
号
、
(
8
)
柳
田
国
男
氏
監
修
、
民
俗
学
研
究
所
編
「
民
俗
学
辞
典
」
二
O
四
頁
(
4
)
(
5
)
中
山
太
郎
氏
「
日
本
盲
人
史
」
ゴ
一
八
六
l
三
九
二
一
具
、
三
九
七
頁
、
註
同
(
6
)
菊
池
山
哉
氏
「
長
更
と
特
殊
部
落
」
下
巻
四
一
二
!
l
四
頁
一
一
六
l
七
頁
)
江
戸
時
と
に
お
け
る
賎
民
支
配
の
一
考
察
一
一
三
九
東
津
法
学
一一四
O
む
す
び
江
戸
時
代
に
お
い
て
機
多
頭
弾
左
衛
門
は
、
頼
朝
公
判
物
、
由
緒
書
等
を
訴
訟
そ
の
他
、
事
あ
る
毎
に
、
幕
府
に
差
出
し
て
い
た
。
幕
府
当
局
は
、
賎
民
支
配
政
策
上
、
法
的
に
弾
左
衛
門
に
よ
る
支
配
体
制
を
承
認
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
体
制
確
立
の
陣
痛
期
に
は
、
賎
民
社
会
を
構
成
す
る
各
職
種
の
聞
に
勢
力
関
係
の
変
化
が
爆
発
し
、
役
者
・
座
頭
等
が
、
身
分
に
関
す
る
自
主
的
な
法
廷
斗
争
に
よ
る
解
放
運
動
の
結
呆
、
見
事
に
そ
の
効
を
奏
し
、
賎
民
支
配
権
の
呼
外
ヘ
離
脱
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
注
意
し
た
い
の
は
、
為
政
者
は
、
古
文
書
の
価
値
判
断
に
盲
目
で
あ
っ
た
の
で
は
、
決
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
封
建
的
身
分
制
の
強
化
策
と
し
て
、
偽
書
で
あ
っ
て
も
一
応
弾
左
衛
門
の
賎
民
支
配
の
実
力
を
高
く
評
価
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
械
多
文
書
を
政
治
的
に
利
用
し
、
そ
こ
に
ま
た
法
的
効
力
を
附
与
し
た
も
の
と
問
題
を
正
し
く
理
解
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
(
追
記
〉
本
論
文
は
、
東
京
大
学
教
授
石
井
良
助
博
士
、
中
央
大
学
教
授
隈
崎
渡
両
先
生
の
御
高
教
を
恭
う
い
た
し
ま
し
て
、
昭
和
三
十
一
日
平
十
月
二
十
日
法
制
史
学
会
東
京
部
会
で
、
研
究
発
表
を
行
い
ま
L
た
と
き
の
草
稿
で
あ
り
ま
す
。
